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(5)役員

1)理事   （平成 19 年 3 月 1 日現在）

役職名  氏  名  就任年月日  担当業務 

理事長  吉岡博光  平成 2 年 5 月 1日  代表理事 

学  長  髙倉公朋  平成 9 年 2 月 1日  学長、教育・研究担当 

専務理事  濱野恭一  平成 12 年 4 月 1日
医療全般（運営・収支等）、特任事項
担当、事務局長兼務 

病院長理事  永井厚志  平成 18年 5月 26日 本院病院長、医療担当 

理  事    平岩武久  平成 18 年 9 月 1日
財務、税務、補助金、寄附金、       
特任事項、事務局担当 

〃  橋本葉子  平成 9 年 4 月 1日  総務担当 

〃  竹宮敏子  平成 18 年 1 月 1日 総務担当 

〃  髙野加寿恵  平成 15 年 4 月 1日 本院副院長、医療担当 

〃  大澤真木子  平成 16 年 4 月 1日 教育・研究、医療担当 

〃  岩田  誠  平成 16 年 4 月 1日 医学部長、教育・研究担当 

〃  岩本安彦  平成 17 年 4 月 1日
本院副院長、労務、                 
マスタープラン 21 プロジェクト担当 

〃  宮崎俊一  平成 18 年 4 月 1日 教育・研究担当 

〃  井上和彦  平成 19 年 1 月 1日 東医療センター病院長、医療担当 

 

2)監事 

諏  訪  美智子  （平成 13 年 4 月 1日就任）

小  暮  美津子  （平成 13 年 6 月 1日就任）

幸  田  正  孝  （平成 14 年 1 月 1日就任）

       

3)評議員 

選出区分  定  員  現  員 

学  長  １    １ 

病院長  １    １ 

至誠会  ９～１４  １４ 

教職員  ８～１２  １２ 

学識・功労  ５～  ６    ５ 

計  （２４～３４） ３３ 
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(1)

(2)



３．学部・学科等入学定員、学生数の状況 

(1)入学定員、入学者数、収容定員、学生数

                （平成１８年５月１日現在  単位：人）

学校名  学部・研究科 学  科  入学定員 入学者数  収容定員  学生数

医 学 部  医 学 科   100 100   600  608

看護学部  看護学科    85 90   360  353東京女子医科大学 

                    学部  計  185 190   960  961

内 科 系 専 攻   8 14    32  43

外 科 系 専 攻   10 4    40  20

社会医学系専攻    4 5    16  12

形 態 学 系 専 攻    5 0    20  3

機 能 学 系 専 攻    4 1    16  5

先端生命医科学系専攻    8 8    32  32

医学研究科 

  博士課程 

医学研究科小計   39 32   156  115

看護学研究科 

博士前期課程 
看 護 学 専 攻   16 26    32  37

看護学研究科 

博士後期課程 
看 護 学 専 攻   10 9    30  20

東京女子医科大学 

      大学院 

                  大学院  計 65 67   218  172

東京女子医科大学 

看護専門学校 
 

看 護 学 科 

      ３年課程
  80 89   240  275

  合  計  330 346  1,418  1,408



(2)学生数の推移

 

学校名  学部・研究科・学科  平成16年 平成17年 平成18年

医 学 部   602  609  608

看護学部   363  356  353東京女子医科大学 

計  965  965  961

医学研究科    88  101  115

看護学研究科博士前期課程   43   42  37

看護学研究科博士後期課程    8   12  20
東京女子医科大学大学院 

計  139  155  172

東京女子医科大学看護専門学校 看護学科３年課程   263  269  275

総  計 1,367 1,389  1,408

学生数の推移
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                                                                        （単位：人）



(3)入学試験、国家試験、卒業進路

1)医学部

①入試状況

一  般    推  薦        

入学者内訳 年  度  志願者 

（人） 

入学者

（人）

倍 率

（倍） 現役 一浪 その他

志願者

（人） 

入学者

（人）

倍 率

（倍）

平成 17 年度 1,108  74  14.97 31  25  18  80  29  2.76 

平成 18 年度 1,219  71  17.17 18  30  23  80  29  2.76 

平成 19 年度 1,266  73  17.34 21  32  20  98  29  3.38 

※倍率＝志願者÷入学者 

②医師国家試験合格率

 年（回）  新卒者のみ 既卒者込  全国平均 

平成 17 年（第 99 回）  94.7%  90.0%  89.1% 

平成 18 年（第 100 回） 94.9%  90.0%  90.0% 

平成 19 年（第 101 回）  91.1%  84.5%  87.9% 

③卒業生の進路 

就  職  大学院 

大学附属病院 年  度 

卒業生 

人  数

（人）  本  学 他大学

その他

の病院
本  学 他大学 

その他

平成 16 年度 94  53.9%  24.7%  18.0%  0.0%  0.0%  3.4% 

平成 17 年度 99  62.6%  23.2%  13.1%  0.0%  0.0%  1.0% 

平成 18 年度 101  50.0%  25.0%  20.8%  0.0%  0.0%  4.0% 

医学部卒業生の進路状況
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※ ※



2)看護学部

①入試状況（一般・推薦） 

一  般  推  薦        

入学者内訳 年  度  志願者

（人） 

入学者

（人）

倍  率

（倍） 現 役 一 浪 その他

志願者

（人） 

入学者

（人）

倍  率

（倍）

平成 17 年度 415  57  7.28  44  10  3  56  25  2.24 

平成 18 年度 302  61  4.95  46  9  6  29  29  1.00 

平成 19 年度 333  60  5.55  47  11  2  31  28  1.11 

※倍率＝志願者÷入学者 

 

②入試状況（編入学） 

入学者内訳  最終学歴 
年  度 

志願者

（人） 

入学者

（人）

倍  率

（倍） 現  役 浪  人 社会人  短期大学 専門学校

平成17年度 30  15  2.00  7  0  8  7  8 

平成18年度 31  10  3.10  6  0  4  0  10 

平成19年度 42  10  4.20  7  0  3  3  7 

※倍率＝志願者÷入学者 

 

③国家試験合格率                                                                   

看護師  保健師  助産師 

年  新卒者 

のみ 

既卒者

込 

全  国

平  均

新卒者

のみ 

既卒者

込 

全  国 

平  均 

新卒者 

のみ 

既卒者

込 

全  国

平  均

平成 17 年  98.8%  97.7% 91.4% 95.1% 91.8% 81.5%  100.0%  －   99.7%

平成 18 年  93.9%  －   88.3% 86.0% 82.1% 78.7%  85.7%  －   98.1%

平成 19 年  97.3%  －   90.6% 97.8% －   99.0%  100.0%  －  94.3%

※ ※

※



④卒業生の進路状況 

就  職  進  学 

大学附属病院 大学院 年  度 

卒業生

の人数

（人）  本学  他大学

その他

の病院

保健

関係
その他

本学  他大学 

養護・

助産学校

その他

平成 16 年度  98  63.7%  10.8% 11.8% 3.9% 0.0% 1.0%  2.9%  2.0% 3.9%

平成 17 年度  102  73.3%  5.0%  7.9%  1.0% 8.9% 1.0%  3.0%  0.0% 0.0%

平成 18 年度  101  69.2%  4.4%  11.0% 5.5% 2.2% 1.1%  0.0%  1.1% 5.5%

 

看護学部卒業生の進路状況
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3)看護専門学校

①入試状況（一般・推薦） 

一  般  推  薦 

志願者 入学者 倍  率 入学者内訳  志願者  入学者 倍  率年  度 

（人） （人） （倍） 現役 大学 短大 その他  （人）  （人） （倍）

平成 17 年度 216  40  5.40  29  1  1  9  58  30  1.93 

平成 18 年度 136  35  3.89  25  0  2  8  34  28  1.21 

平成 19 年度 222  24  9.25  16  3  0  5  47  37  1.27 

※倍率＝志願者÷入学者 

②入試状況（社会人） 

社会人 

志願者  入学者 倍  率  入学者内訳 年  度 

（人）  （人） （倍）  現役  大学  短大  その他

平成 17 年度  195  24  8.13  0  9  10  5 

平成 18 年度  136  26  5.23  0  11  3  12 

平成 19 年度  173  20  8.65  0  10  5  5 

※倍率＝志願者÷入学者 

③看護師国家試験合格率 

年（回）  新卒者のみ 既卒者込  全国平均 

平成 17 年（第 94 回）  97.6%  97.6%  91.4% 

平成 18 年（第 95 回）  80.0%  79.2%  88.3% 

平成 19 年（第 96 回）  96.5%  62.5%  90.6% 

※

※

※



④卒業生の進路

就  職  進  学 

大学附属病院 大  学 年  度 

卒業生

の人数

（人）  本  学 他大学

その他

の病院 本  学 他大学 

助産師・保健

師学校・養護

教諭特別別

科 

その他

平成 16年度  83  79.5% 3.6%  9.6%  3.6%  2.4%  0.0%  1.2%

平成 17 年度  75  77.3% 1.3%  6.7%  1.3%  0.0%  0.0%  13.3%

平成 18 年度  85  90.6% 1.2%  4.7%  2.4%  0.0%  0.0%  1.1%

看護専門学校卒業生の進路状況
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４．大学院 

(1)学位授与状況

（単位：人）

研究科・専攻  学  位  平成 16 年度 平成 17 年度  平成 18 年度 

博士（課程） ―  ―  ― 
形態学系専攻 

博士（論文） 3  6    5 

博士（課程） ―  ―  ― 
機能学系専攻 

博士（論文） 2  ―   1 

博士（課程） ―  ―   2 
社会医学系専攻 

博士（論文） 1  2    2 

博士（課程） 7  6    8   
内科系専攻 

博士（論文） 35  14   26 

博士（課程） 5  2    3 
外科系専攻 

博士（論文） 15  38   19 

博士（課程） 5  5    2 先端生命医科学

系専攻  博士（論文） ―  ―  ― 

博士（課程） 17  13  15 
小  計 

博士（論文） 56  60  53   

医学研究科 

医 学 研 究 科 合 計  73  73  68 

修士（課程） 21  18  21 
看護学専攻

博士（課程） ―  ―  2 

 

看護学研究科

看 護 学 研 究 科 合 計 21  18  23 

総    合    計 94  91  91 

 



５．研究費内訳 

(1)外部資金の獲得状況

医学部                                                    （円）

    平成 16 年度  平成 17 年度  平成 18 年度 

科学研究費補助金  230,310,000  214,730,000  274,100,000 

政府もしくは政府関連 
法人からの研究助成金 

329,368,850  212,650,000  152,500,000 

民間の研究助成財団 
等からの研究助成金 

6,000,000  6,000,000  4,000,000 

奨学寄付金  748,036,743  823,904,309  836,388,623 

受託研究費  307,454,917  1,208,395,462  1,231,404,240 

研 究 費 総 額  1,621,170,510  2,465,679,771  2,498,392,863 

看護学部                                                  （円）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

科学研究費補助金  14,900,000  15,100,000  10,100,000 

政府もしくは政府関連 
法人からの研究助成金 

0  0  0 

民間の研究助成財団 
等からの研究助成金 

0  0  0 

奨学寄付金  7,120,000  3,150,000  3,134,013 

受託研究費  0  0  0 

研 究 費 総 額  22,020,000  18,250,000  13,234,013 

研究所                                                  （円）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

科学研究費補助金  67,850,000  83,150,000  87,220,000 

政府もしくは政府関連 
法人からの研究助成金 

191,799,450  172,623,850  264,206,000 

民間の研究助成財団 
等からの研究助成金 

0  0  0 

奨学寄付金  2,900,000  8,070,000  16,906,000 

受託研究費  4,600,000  85,548,200  294,909,000 

研 究 費 総 額  267,149,450  349,392,050  663,241,000 



(2)主たる公的研究事業

    平成１８年度採択分（(1)の再掲 継続含む）

採 択 項 目 
平成 18 年度

採択金額(円)

科学技術振興調整費  戦略的研究拠点育成（スーパーCOE） 

― 国際統合医療研究・人材育成拠点の創成 ―      【平成 17 年度より継続】  855,756,000

科学技術振興調整費  先端融合領域イノベーション創出拠点の形成 

― 再生医療本格化のための最先端技術融合拠点 ―         【新  規】  246,269,000

文部科学省  ２１世紀 COE プログラム 

― 再生医学研究センター ―                      【平成 15 年度より継続】  143,000,000

科学技術振興調整費  女性研究者支援モデル育成            

― 保育とワークシェアによる女性医学研究者支援 ―       【新  規】 47,791,000

文部科学省  特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP） 

― 人間関係教育を包含するテュートリアル教育 ―  【平成 15 年度より継続】  15,500,000

文部科学省  現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP） 

― アイ・アム・ユア・ドクター・プロジェクト ―    【平成 17 年度より継続】  16,000,000



６．教職員

(1)教員数

    （平成１８年５月１日現在  単位：人） 

教  授 助教授  講  師 非常勤講師 助  手 
助手のうち 

准講師（再掲） 
計

年  度 

男  女 男  女  男 女 男 女 男 女 男  女  男  女 

77  29 79  27  111 65 135 121 641 394 （29） （31）  1,043 636平成 16 年度 

（計）  106  106  176  256  1,035  （60）  1,679

87  27 73  25  107 61 132 136 646 408 （28） （33）  1,045 657平成 17 年度 

（計）  114  98  168  268  1,054  （61）  1,702

85  27 82  26  97 67 140 153 650 416 （33） （35）  1,054 689平成 18 年度 

（計）  112  108  164  293  1,066  （68）  1,743

(2)職員数

（平成１８年５月１日現在  単位：人） 

事務系
技術技能

系
医療系 教務系 その他 計

年  度
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

187 456 47 52 323 2,143 18 28 73 86 648 2,765平成16年度

（計） 643 99 2,466 46 159 3,413 
184 470 44 33 331 2,219 17 23 69 66 645 2,811平成17年度

（計） 654 77 2,550 40 135 3,456 
169 370 71 35 343 2,186 22 13 34 62 639 2,666平成18年度

（計） 539 106 2,529 35 96 3,305 

＊事  務  系…本部・学務部・病院事務部・各医療施設等の事務職員 

＊技術技能系…技術職・技能職（工務技士・電話交換手等） 

＊医  療  系…看護系職員および医療技術系職員（放射線技師・検査技師・薬剤師・ 

栄養士等） 

＊教  務  系… 教務補助等 

＊そ  の  他…一般職（労務補助） 

 



(3)研修生       

（平成１８年５月１日現在  単位：人）

臨床研修医  医療練士※ 計 
年  度 

男  女  男  女  男  女 

63  136  66 98 129 234平成 16 年度 
（計）  199  164  363 

75  124  60 102 135 226平成 17 年度 
（計）  199  162  361  

85  122  74 133 159 255平成 18 年度 
（計）  207  207  414  

※医療練士…本学独自の卒後臨床研修制度 

 

    (1)～(3)の合計     

（平成１８年５月１日現在  単位：人）

教員数  職員数  研修生  総合計 
年  度 

男  女  男  女　　 男　　 女  男　　女 

1,043  636  648 2,765 129  234  1,820  3,635 平成 16 年度 
（計）  1,679  3,413  363  5,455 

1,045  657  645 2,811 135  226  1,825  3,694 平成 17 年度 
（計）  1,702  3,456  361  5,519 

1,054  689  639 2,666 159  255  1,852  3,610 平成 18 年度 
（計）  1,743  3,305  414  5,462 



７．医療施設の概要 

(1)施設名

        東京女子医科大学病院（本院）          （病 院 長  永  井  厚  志） 

        東医療センター                        （病 院 長  井  上  和  彦） 

        附属成人医学センター                  （所    長  前  田      淳） 

        附属膠原病リウマチ痛風センター        （所    長  鎌  谷  直  之） 

        附属東洋医学研究所                    （所    長  佐  藤      弘） 

        附属青山病院                          （病 院 長  川  名  正  敏） 

        附属女性生涯健康センター              （所    長  加  茂  登志子） 

        附属青山女性・自然医療研究所          （所    長  若  松  信  吾） 

        附属遺伝子医療センター                （所    長  齋  藤  加代子） 

        附属八千代医療センター                （病 院 長  伊  藤  達  雄）

(2)外来・入院患者数

1)外来患者数の推移

①年間延患者数の推移

＜病  院＞                                （単位：人）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

本 院  1,125,322 1,148,013 1,151,528

東医療センター  429,957 475,208 473,522

青山病院  14,982 14,942 16,885

八千代医療センター※  ―  ―  31,174

合 計  1,570,261 1,638,163 1,673,109

      ※平成 18 年 12 月開院

病院別年間延患者数の推移
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＜診療所（クリニック）＞                      （単位：人）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

成人医学センター  73,579 67,712 63,154 

膠原病リウマチ痛風センター  128,243 127,068 127,612 

東洋医学研究所  57,344 54,514 51,353 

女性生涯健康センター  4,403 12,999 17,979 

青山女性・自然医療研究所  7,788 8,425 9,228 

遺伝子医療センター  559 1,391  1,607 

合 計  271,916 272,109 270,933 

②一日平均患者数の推移                            （単位：人） 

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

本  院  4,005 4,085 4,098 

東医療センター  1,665 1,691 1,685 

成人医学センター  262 241 225 

膠原病リウマチ痛風センター 456 452 454 

東洋医学研究所  204 194 183 

青山病院  53 53 60 

女性生涯健康センター  16 46 64 

青山女性・自然医療研究所  28 30 33 

遺伝子医療センター  2 5 6 

八千代医療センター  ―  ―  362 

合計  6,691 6,797 7,170 
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2)入院患者数の推移 

①年間延患者数の推移                        （単位：人）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

本 院  442,045 420,311 404,058

東医療センター  153,418 159,148 156,322

青山病院  27,665 26,453 25,491

八千代医療センター  ―  ―  11,497

合計  623,128 605,912 597,368

※ 平成 18 年 12 月開院

②病床利用率の推移                 

    平成 16 年度  平成 17 年度  平成 18 年度 

本 院  85.3%(1,420 床) 85.6%(1,346 床) 88.9%(1,243床) 

東医療センター  87.9%  (478 床) 91.7%  (478 床) 88.2%  (486床) 

青山病院  90.2%   (84 床) 86.3%   (84 床) 83.1%   (84 床) 

八千代医療センター  ―  ―  66.3%  (150 床) 

※（ ）内の数字は、稼働病床数

③一日平均入院患者数の推移                 （単位：人）

    平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

本 院  1,211.1 1,152.0 1,107.0 

東医療センター  420.3 436.0 428.2 

青山病院  75.8 72.5 69.8

八千代医療センター  ―  ―  101.0

合計  1,707.2 1,660.5 1,705.8

医療施設別入院患者数の推移
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実施されている卒後臨床研修の制度とあいまって、わが国における医学教育は新

しい段階に入ったと言える。このような中で、統合カリキュラム、テュートリア

ル、そして人間関係教育という三本柱に支えられた本学の教育は、全国的にも高

く評価されているが、社会的責任を十分に果たし得る良医を育成するためには、

今後医療の社会的ニーズに適合する医学教育を、卒前・卒後の全体を見据えて更

に整備する。

(2)看護学部

1)学生の質の向上

一般入学試験に加えて、推薦入学試験ならびに指定校推薦制度を取り入れ、将来 

あらゆる人々に対し、適性判断に基づき質の高い看護を実践できることに重きを

おいた入学選抜試験を実施した。指定校推薦制度に関してはまだ 2 年目のため検

討を継続する。入学後は、大東キャンパスと河田町キャンパスの 2 つの施設の教

育環境を生かした教育課程を通じて、人間性豊かな生涯学び続ける看護職者の育

成を目指した教育を行うため更に検討を進めていく。

また、平成 15 年 4 月に施行された学習指導要領による教育を受けた学生（いわ

ゆる 2006 年問題 ）に対し、学生が学んできた教育の経緯を踏まえて対応した。

2)教員の質の向上

教育の質を高めるためのファカルティ・ディベロップメント（FD）活動では、

看護教員としての講義・実習指導・技術教育における教育能力の向上を目標に挙

げ、今年度は、教育の基本的な考え方についての講義を継続的に行った。参加者

の反応も良いことから、次年度は教授方法をより具体的に考えられるように、参

加型セミナーの計画を検討している。また、学会参加への支援や学内外のセミナ

ーや研修・講習会への派遣を積極的に行った。

現在行っている学生による授業評価を更に教育に反映させるよう検討を重ねて

いる。

3)カリキュラムの質の向上

養護教員養成コースの認可を得たので、学生と社会のニーズに対応するためのカ

リキュラムを作成した。希望者には、平成 19 年度の入学生から養護教諭資格取

得の科目を選択することが可能となった。また、大学院看護学研究科の大学院生

と学部学生との有機的なつながりを通し、専門職として生涯学び続ける素地とし

ての関係づくりについては今度も検討を続けていく。

4)教育環境の整備

本学部の校舎は、大学院看護学研究科と認定看護師教育センターの教育の一部を



 

併せ行っており非常に手狭のため、限られた物理的環境を改善し最大限効率的に

利用する。更に、臨地実習においても、学生の教育用スペースが殆どない状況に

あり、新病棟の建設に際しスペースの確保を継続して希望する。

また学籍管理において、効率化に向けたシステムの充実を図り学生への迅速な対

応と労務環境の整備は今後も更に検討する。

(3)大学院  医学研究科

・平成 18 年度から医療練士大学院生の受け入れが始まり、本医学研究科は、高度専

門職の養成という新しい大学院機能を担うことになった。

・本医学研究科は、形態学系、機能学系、社会医学系、内科系、外科系、先端生命医

科学系の 6 つの系から成るが、先端生命医科学系には新たに統合医科学分野が加わ

り、国際統合医科学インスティテュートとの連携の下に活動を開始している。

・本医学研究科では、第 3 学年時に公開の中間発表会を設けているが、各大学院生に

対して全ての主任教授からの研究アドバイスを受けると同時に、他の大学院生や教

員との討議を通じて、研究のあり方や討議能力の向上を図るのによい機会であり、

今後もこれを発展させていきたい。

(4)大学院  看護学研究科

・平成 18 年度は、大学院博士後期課程が完成年度を迎えるにあたり、前期課程を含

めた自己点検・評価の準備を行った。また、平成 19 年度に認証評価機関による外

部評価を受審するための準備を自己点検評価審議委員会のもとで行い（財）大学基

準協会に受審申請を行った。

・先端生命看護リサーチリーダー育成プログラム開発委員会は、4 地点インターネッ

トシンポジウム「Nursing Informatics の展望：情報は全て電子化できるか？」を

名古屋大学、長野県看護大学、岩手県立大学、本学との中継で行い大勢の参加を得

た。今後も継続して活動を行う。

・博士前期課程において、看護職生涯発達学、小児看護学、ウーマンズヘルス分野の

認可が得られた。また小児看護学分野に CNS（Certified nurse specialist：専門看

護師）コース、ウーマンズヘルス分野に助産師コース設置の許可もおりたので次年

度からの学生募集を開始した。

(5)看護専門学校

1)教育の質の向上

・カリキュラム改正の動向を見据えて基礎科目・専門科目の検討を始めている。専門
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Ⅲ．財務の概要

    平成 18 年度は各施設・部門からの事業計画に基づいた重点施策に対して予算配分を行った初年度で

あった。収入面では、公的補助金（競争的研究資金を含む）の積極的な獲得、医療収入については、

病床稼働率の向上、在院日数の短縮を図り安定収入の確保を目標とした。

支出面では、経費については、学生父母の方々からいただいた寄付金および国庫補助金などを財

源としたテュートリアル教育、学生の派遣および受入を行う国際交流、人間関係教育など教育・研

究部門の充実を図るため重点的に予算を配分する一方、人的効率・業務効率の見直しによる人件費

の適正化、購買・物流の合理化による購入価格の削減などにより収支改善を図ることを目標とした。

平成 18 年度決算は、事業計画策定の際にも厳しい財政状態が予想されたが、収入面では帰属収入

の 8 割強を占める医療収入が当初計画した予算に対して 14 億 7 千万円の未達となったことに加え、

支出面では八千代医療センターの開設費用が当初計画より増加したこと、既存施設での経費削減が

思うように進まなかったことにより大変厳しい結果となった。

      これらの要因により、帰属収入から消費支出を差し引いた帰属収支差額は 51 億 9 千 4 百万円の支

出超過という結果となった。

1.資金収支計算書

    資金収支計算書は、当該会計年度におこなった諸活動に対応する資金の動きを記録することによ

って、当該年度の収入と支出の内容を明らかにし、支払資金（現金および預貯金）の顛末を明らか

にしたものである。

寄付金収入については、東医療センター設備充実および早稲田大学との先端研究教育施設などに

係る寄付金のほか、学習要項作成ソフト開発のための MD プログラム振興寄付金など、合計で 9 億

4 千万円となった。（消費収支計算書には、機器・図書などの現物寄付金 6 千 1 百万円の実績が加算

されている。）

平成18年度　資金収支計算書

支出の部 収入の部 （単位：百万円）

科　　　　目 予　算 決　算 差額 科　　　　目 予　算 決　算 差額

人 件 費 支 出 34,739 35,456 △ 717  学生生徒納付金収入 4,093 4,222 △ 129 

教育研究経費支出 30,191 32,728 △ 2,537  寄 付 金 収 入 1,088 940 148 

管 理 経 費 支 出 2,228 2,668 △ 440  補 助 金 収 入 5,098 4,933 165 

借入金等利息支出 212 245 △ 33  資 産 運 用 収 入 1,197 1,562 △ 365 

借入金等返済支出 5,213 7,656 △ 2,443  事 業 収 入 1,411 1,649 △ 238 

施 設 関 係 支 出 10,187 7,213 2,974  医 療 収 入 60,191 58,721 1,470 

設 備 関 係 支 出 7,075 5,165 1,910  借 入 金 等 収 入 8,593 12,030 △ 3,437 

そ の 他 の 支 出 6,478 7,395 △ 917  そ の 他 の 収 入 12,387 13,212 △ 825 

予 備 費 300 300  前年度繰越支払資金 5,503 5,503 0 

次年度繰越支払資金 2,938 4,245 △ 1,307 

合 計 99,565 102,776 △ 3,211  合 計 99,565 102,776 △ 3,211 

（注記）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。



補助金収入については、私立大学等経常費補助金が予算より 3 億 1 千 4 百万円減となったが、平

成 17 年度に引き続き特色 GP（文部科学省  人間関係教育を包含するテュートリアル教育）および

現代 GP（文部科学省  アイ・アム・ユア・ドクタープロジェクト）が採択されたほか、今年度改修

工事を行った救命救急センター・母子医療施設整備事業に対する補助金についても交付を受け、合

計で 49 億 3 千 3 百万円の実績となった。

事業収入については、平成 17 年度に引き続き、科学技術振興調整費「国際統合医療研究・人材育

成拠点の創成」（SuperCOE）を受託したほか、「先端融合領域イノベーション創出拠点の形成」「保

育とワークシェアによる女性医学研究者支援」など新規事業の受託により合計で 16 億 4 千 9 百万円

となった。

医療収入のうち入院収入は、本院脳神経センター棟取壊しによる減少が懸念されたが、当初見込

みに達することができた。しかし外来収入については、平均患者数・単価ともに目標数値に達する

ことができず、予算を大幅に下回った。

借入金等収入は、八千代医療センターの総事業費の増加に伴い、借入金が当初計画より増加した。

   

一方、支出面では、教育研究経費・管理経費については八千代医療センター開設に伴う費用が当

初計画より増加したこと、既存施設で経費削減が思うように進捗しなかったことにより、予算を大

幅に上回る結果となった。

借入金等返済支出は、八千代医療センターの総事業費の増加に伴い、借入金が増加したことによ

り、返済額も予算を上回る結果となった。

施設関係支出については、平成20年4月の開設を予定している早稲田大学との先端研究教育施設、

平成 18 年 12 月に開院した八千代医療センターの建設費用、第一病棟建築準備費用のほか、本院・

東医療センターなど既存病棟の改修工事などで合計 72 億 1 千 3 百万円となった。     

設備関係支出については、八千代医療センター開院に伴う機器購入、本院ならびに東医療センタ

ーの救命ＩＣＵ整備に伴う購入機器などにより 51 億 6 千 5 百万円となった。

      以上の結果、次年度繰越支払資金は 42 億 4 千 5 百万円となった。



2.消費収支計算書

    消費収支計算書は、当該年度に帰属する収入から、基本金として金額を控除した消費収支と人件

費や教育研究経費などの消費支出を対比し、その均衡の状態を示すとともに学校法人の経営状態を

明らかにしたものである。

 

      帰属収入は、医療収入などが予算に対して大きく未達となり、予算に対して 10 億 8 千 2 百万円減

の結果となった。

基本金組入額は、本院病棟改修工事、東医療センター管理棟新築工事、八千代医療センター建設

および機器購入など 53 億 7 千 9 百万円を基本金組入額とした。 

減価償却費は、建物および医療機器などの購入額が予算を下回ったことにより、予算に対して 2
億 6 千万円減となった。

消費支出は、782 億 7 百万円となり、予算を 37 億 4 千万円超過した。

その結果、基本金組入前の帰属収支差額は、51 億 9 千 4 百万円の支出超過となった。また、消費

収支差額は 105 億 7 千 3 百万円の支出超過となった。

平成18年度　消費収支計算書

支出の部 収入の部 （単位：百万円）

科　　　　目 予　算 決　算 差額 科　　　　目 予　算 決　算 差額

人 件 費 34,994 35,973 △ 979  学 生生徒納付金 4,093 4,222 △ 129 

教 育 研 究 経 費 30,191 32,613 △ 2,422  寄 付 金 1,188 1,002 186 

管 理 経 費 2,228 2,668 △ 440  補 助 金 5,098 4,933 165 

減 価 償 却 費 6,006 5,746 260  資 産 運 用 収 入 1,197 1,562 △ 365 

借 入 金 等 利 息 212 245 △ 33  事 業 収 入 1,411 1,649 △ 238 

そ の 他 の 支 出 833 959 △ 126  医 療 収 入 60,191 58,721 1,470 

消 費 支 出 合 計 74,467 78,207 △ 3,740  そ の 他 の 収 入 914 921 △ 7 

収 支 差 額 △ 8,538  △ 10,573  2,035  帰 属 収 入 合 計 74,094 73,012 1,082 

基 本 金 組 入 額 △ 8,166  △ 5,379  △ 2,787 

合 計 65,928 67,633 △ 1,705  消 費 収 入 合 計 65,928 67,633 △ 1,705 

帰属収入－ 消費支出 △ 372  △ 5,194  4,822 

（注記）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。



  3.貸借対照表

貸借対照表は会計年度末における財政状態を表したものである。

貸方側においては学校法人の資本がいかなる源泉から調達されたか、借方側では投下・流入された

資本が法人内においてどのような機能を有して、いかに運用されているかを表示したものである。

    平成 18 年度末の総資産は 1,199 億 5 千 8 百万円となった。八千代医療センターの開院に伴う建物

や機器備品の取得による増加はあったものの、減価償却額が前年度より 32 億 5 千 3 百万円増加した

ことにより、前年度より 9 億 8 百万円減少した。

      総負債は借入金の増加などにより 536 億 7 千 3 百万円となり、前年度より 42 億 8 千 6 百万円増

加した。

      その結果、資産の部合計から負債の部合計を差し引いた正味財産（自己資産）は、662 億 8 千 4
百万円となり、平成 17 年度末より 51 億 9 千 4 百万円の減少となった。

      以上のように、本学は 4 年連続で帰属収支差額が支出超過となる厳しい決算となった。

      その結果、財政基盤の毀損が進み、財源も限られつつある中で、次年度以降も本院電子カルテシ

ステムの導入、先端研究教育施設および第一病棟の建設など大型プロジェクトが予定されている。

本学の中・長期的発展に不可欠な、これらのプロジェクト達成のためには、全学をあげて収支の飛躍

的改善に取組み、財政を安定化させることが益々重要となっている。

平成18年度　貸借対照表

資産の部 負債の部 （単位：百万円）

本年度末 前年度末 差額 本年度末 前年度末 差額

98,998 99,766 △ 768  35,946 31,837 4,109 

土 地 21,065 20,848 217  長 期 借 入 金 15,652 12,114 3,538 

建 物 46,400 38,148 8,252  学 校 債 1,685 1,630 55 

構 築 物 1,503 913 590  退 職 給 与引 当金 18,608 18,091 517 

機 器 備 品 10,794 8,665 2,129  17,727 17,549 178 

そ の 他 固 定 資 産 19,233 31,190 △ 11,957  短 期 借 入 金 4,443 3,661 782 

20,959 21,099 △ 140  その他の流動負債 13,283 13,888 △ 605 

現 金 預 金 4,245  5,503  △ 1,258  53,673 49,387 4,286 

未 収 入 金 10,980  9,766  1,214  143,612  138,233  5,379 

そ の 他 流 動 資 産 5,734 5,830 △ 96  △ 77,328  △ 66,754  △ 10,573 

119,958 120,866 △ 908  119,958 120,866 △ 908 

66,284  71,478  △ 5,194  注記）減価償却累計額 64,783 61,530 3,253 

（注記）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

正 味 財 産

基 本 金

翌年度繰越消費支出超過額

合 計

科　　　　目

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

科　　　　目

固 定 資 産

流 動 資 産

合 計
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Ⅰ　　資産総額

　　　内　基本財産 91,610,174,984 円

　　　　　運用財産 28,347,876,044 円

　　　　　収益事業財産 0 円

Ⅱ　　負債総額 53,673,515,194 円

Ⅲ　　正味財産 66,284,535,834 円

（単位　円）
科　　　　目

Ⅰ　資産額

　１　基本財産

　　土地 131,173.86 ㎡ 21,065,924,850 円

　　建物 263,285.88 ㎡ 46,400,592,422 円

　  教具・校具・備品 22,620 点 10,794,853,933 円

　  図書 262,361 冊 1,302,030,515 円

　　建設仮勘定 280,208,950 円

　　引当資産 8,267,219,661 円

　　その他 3,499,344,653 円

基本財産計 91,610,174,984 円

　2　運用財産

　　預金、現金 4,245,356,557 円

　　積立金 7,388,194,377 円

　　未収入金 10,980,196,417 円

　　薬品・貯蔵品 494,752,868 円

　　有価証券 4,927,863,812 円

　　前払金 311,512,013 円

運用財産計 28,347,876,044 円

資 産 総 額 119,958,051,028 円

Ⅱ　負債額

　１   固定負債 35,946,345,737 円

　　長期借入金 15,652,400,000 円

　　学校債 1,685,186,092

　  退職給与引当金 18,608,759,645 円

　２   流動負債 17,727,169,457 円

　  短期借入金 3,257,920,000 円

　　学校債 1,185,279,455

　　その他 13,283,970,002 円

負 債 総 額 53,673,515,194 円

Ⅲ　正味財産（資産総額‑負債総額） 66,284,535,834 円

  財　 産　 目　 録 

平成18年度末
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